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社
会
福
祉
法
人
な
ら
で
は
の

社
会
貢
献
事
業
モ
デ
ル

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が

施
行
さ
れ
、
相
談
か
ら
就
労
支
援
ま
で
の
総
合
的
な

生
活
困
窮
者
へ
の
自
立
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま

た
、今
国
会
で
審
議
中
の
社
会
福
祉
法
改
正
案
で
は
、

社
会
福
祉
法
人
の
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
、
事
業
運
営
の
透
明
化
の
ほ
か
、
内
部
留
保
か
ら

事
業
継
続
に
必
要
な
財
産
を
除
い
た
「
余
裕
財
産
」

の
あ
る
法
人
に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
社
会
福
祉

事
業
、公
益
事
業
）へ
の
計
画
的
な
再
投
下
を
義
務
づ

け
て
お
り
、
社
会
福
祉
法
人
に
は
さ
ら
な
る
社
会
貢

献
事
業
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
、
大
阪
府
社
会
福
祉
協

議
会
と
同
老
人
施
設
部
会

が
各
社
会
福
祉
法
人
と
の

協
働
事
業
と
し
て
、平
成
16

年
に
開
始
し
た
「
生
活
困

窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
」が
、

社
会
福
祉
法
人
な
ら
で
は
の
社
会
貢
献
事
業
の
取
り

組
み
と
し
て
全
国
的
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
同
事
業
は
、
生
活
困
窮
を
は
じ
め
、
虐
待
、
Ｄ
Ｖ
、

障
害
な
ど
複
雑
で
多
面
的
な
問
題
を
抱
え
、
制
度
や

社
会
の
狭
間
に
陥
っ
た
人
々
に
対
し
て
、
社
会
福
祉

法
人
が
有
す
る
施
設
機
能
、
専
門
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
問
題
解
決
し
て
い
く
総
合
生
活
相
談
事
業
で
あ

り
、
老
人
施
設
部
会
に
加
入
す
る
大
阪
府
内
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
約
４
５
０
施
設
が
参
加
し

て
い
る
。

対
象
者
を
限
定
し
な
い
こ
と
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
相
談
支
援
を
実
現

　
こ
の
総
合
生
活
相
談
を
主
体
的
に
担
う
の
は
、
各

施
設
が
配
置
す
る
約
１
０
０
０
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）と
大
阪
府
社
協
に
所

属
す
る
20
人
の
社
会
貢
献
支
援
員
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｗ

と
社
会
貢
献
支
援
員
は
、
行
政
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
市
町
村
社
協
、
民
生
委
員
等
か
ら
支
援
を

必
要
と
す
る
人
の
連
絡
を
受
け
る
と
、
ペ
ア
で
当
事

者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に

必
要
な
制
度
へ
つ
な
げ
る
な
ど
、
寄
り
添
う
か
た
ち

で
問
題
解
決
に
向
け
た
方
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
各
施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
福

祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
看
護
師
な
ど
が
本
来
業
務
と

兼
務
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
養
成
・
研
修
体
制

と
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
養
成
研
修
会
（
年
１
回
）、
事
例

検
討
会
（
年
８
回
）、
テ
ー
マ
研
修
会
（
年
２
回
）

を
実
施
し
て
い
る
。

高
齢
者
施
設
で
の

中
間
的
就
労
実
践
事
例
集
を
作
成

大
阪
市
中
央
区
・
社
会
福
祉
法
人
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会

　 独 立 行 政 法 人 福 祉 医 療 機 構
（WAM）が行う社会福祉振興助成
事業（WAM 助成）は、国庫補助
金を財源とし、高齢者・障害者など
が地域のつながりのなかで自立した
生活を送れるよう、また、子どもた
ちが健やかに安心して成長できるよ
う、NPO やボランティア団体など
が行う民間の創意工夫ある活動など
に対し、助成を行っています。
　今号では、WAM 助成を活用した
社会福祉法人大阪府社会福祉協議会
の取り組みを紹介します。
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設   

立
：
昭
和
26
年
5
月

会
　
長
：
綛
山
　
哲
男

◆
法
人
概
要

● 助成実績 ●
○平成26年度
「中間的就労実施促進のための事業」
（助成額：117万7千円）
事業概要：生活困窮者の自立に向けて社会福祉法人が中間的

就労の役割を担っていけるよう、中間的就労の意
義・必要性を広く理解してもらい、多くの法人が
中間的就労を実践することを目的に、先駆的に取
り組んでいる法人の実践事例を集めた事例集を作
成し、事例集をもとにセミナーを実施する事業
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そ
の
ほ
か
に
も
、
事
業
の
周
知
・
啓
発
活
動
と
し

て
、
行
政
や
地
域
住
民
等
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
定
期
開
催
す
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
社
会
貢
献
支
援

員
が
町
内
会
や
民
生
委
員
協
議
会
等
の
会
合
に
出
向

き
、
地
域
の
な
か
で
支
援
が
必
要
な
人
の
発
見
・
連

絡
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
生
活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
特
徴
に
つ
い
て
、

老
人
施
設
部
会
副
会
長
・
社
会
貢
献
事
業
推
進
委
員

会
委
員
長
の
奥
田
益
弘
氏
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
当
事
業
は
支
援
す
る
対
象
者
を
限
定
し
な
い
こ

と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
窮
課
題
を
抱
え
る
人
に
対
し

て
も
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
総
合
相
談
支
援
が
可
能
に

な
り
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
即
応
性
の
あ

る
支
援
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、生
活
相
談
は
、

訪
問
し
て
初
め
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き
る
た
め
、
社

会
貢
献
支
援
員
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
非
常
に
重
要
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
貢
献
支
援
員
は
大
阪

府
内
の
施
設
に
駐
在
さ
せ
る
体
制
に
し
て
お
り
、
そ

の
施
設
を
拠
点
に
し
て
、
兼
務
と
な
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
業

務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」。

緊
急
性
の
あ
る
課
題
に
対
し

経
済
的
援
助
を
実
施

　「
数
日
間
何
も
食
べ
て
い
な
い
」、「
家
賃
滞
納
で

退
去
を
迫
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
、
緊
急
・
窮
迫
し
た

状
況
の
場
合
に
は
、
経
済
的
援
助
を
行
う
こ
と
も
こ

の
事
業
の
特
徴
で
あ
る
。
経
済
的
援
助
は
10
万
円
を

上
限
と
し
、
相
談
に
あ
た
る
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
必
要
性
を
判

断
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
所
属
す
る
施
設
長
が
決
定
す
る
。

経
済
的
援
助
は
現
金
で
は
な
く
現
物
給
付
と
し
て
お

り
、
食
材
な
ど
の
買
い
物
を
す
る
場
合
、
支
援
員
も

同
行
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
り
課
題
が
み
つ
か
る
こ
と

も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

　
経
済
的
援
助
で
支
援
は
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
緊

急
性
を
脱
し
た
後
は
、
必
要
な
制
度
・
支
援
に
つ
な

ぎ
、問
題
が
解
決
す
る
ま
で
見
守
り
を
続
け
て
い
く
。

こ
う
し
た
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
支
援

を
受
け
た
約
９
割
の
人
た
ち
が
、
そ
の
後
の
生
活
の

安
定
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

　
経
済
的
援
助
の
原
資
に
つ
い
て
は
、
同
事
業
の
参

加
施
設
が
拠
出
す
る
「
社
会
貢
献
基
金
」
を
財
源
と

し
て
い
る
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
場
合
、
定
員
１

人
あ
た
り
５
０
０
０
円
で
、
基
金
へ
の
年
間
拠
出
総

額
は
１
億
円
に
の
ぼ
る
。
基
金
の
管
理
は
大
阪
府
社

協
が
行
っ
て
お
り
、
経
済
的
援
助
と
社
会
貢
献
支
援

員
の
人
件
費
の
み
に
活
用

す
る
。

　
同
事
業
の
相
談
実
績
は
、

事
業
開
始
の
平
成
16
年
度

か
ら
25
年
度
ま
で
の
期
間

に
経
済
的
援
助
を
行
っ
た

事
例
だ
け
で
も
約
５
２
０

０
世
帯
、
援
助
総
額
は
約

４
億
円
に
達
し
て
い
る
。

主
な
紹
介
経
路
は
、
福
祉

事
務
所
を
は
じ
め
と
す
る

行
政
が
約
４
割
を
占
め
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
制
度

の
狭
間
に
陥
っ
て
い
る
困

窮
者
を
救
済
し
、
行
政
の

補
完
的
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
大
阪
府
で
始
ま
っ
た
生

活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事

業
は
、
す
で
に
同
様
の
事

業
を
開
始
し
て
い
る
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
の
ほ
か
、

今
年
度
中
に
８
府
県
が
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、
全

国
各
地
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

W
A
M
助
成
を
活
用
し
、

中
間
的
就
労
の
普
及
活
動
に
取
り
組
む

　
さ
ら
に
、
大
阪
府
社
協
で
は
、
緊
急
か
つ
窮
迫
し

た
生
活
困
窮
状
況
を
脱
し
た
後
に
は
、
就
労
支
援
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
中
間
的
就
労
の
普

及
に
向
け
た
活
動
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、
老
人
施
設
部
会
が
平
成
26
年
５

月
に
会
員
施
設
を
対
象
に
実
施
し
た
「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
結
果
で
、
約
７
割
の

法
人
が
生
活
困
窮
者
支
援
に
前

向
き
で
あ
り
、
な
か
で
も
中
間

的
就
労
に
取
り
組
み
た
い
と
い

う
意
向
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
だ

と
い
う
。

　
こ
の
中
間
的
就
労
の
普
及
活

動
は
、
平
成
26
年
度
（
２
次
募

集
）の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

「
中
間
的
就
労
実
施
促
進
の
た

め
の
事
業
」
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。
同
事
業
で
は
、
生
活
困

窮
者
の
自
立
に
向
け
た
中
間
的

就
労
の
意
義
・
必
要
性
を
広
く

理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

多
く
の
社
会
福
祉
法
人
が
中
間

的
就
労
を
実
践
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
①
実
践
事
例
集
「
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
！
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
中
間

社会貢献
基金

対象者に寄り添う
総合生活相談

累計8億円
（平成16～25年実績） 経済的援助・物品支援

（現物給付）

社会福祉法人
（福祉施設） 大阪府社会福祉協議会 生活困窮家庭

コミュニティソーシャルワーカー 社会貢献支援員

社会貢献
基金

連携

¥¥

例）食材購入費、住まいの確保
にかかる費用、就職活動の
ための交通費、電話代など

　　　 社会貢献事業（生活困窮者レスキュー事業）のイメージ図
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的
就
労
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
）
事
例
集
～
高
齢
者

施
設
で
の
実
践
～
」
の
作
成
、
②
社
会
福
祉
法
人
の

理
事
長
・
施
設
長
を
対
象
に
普
及
に
向
け
た
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
い
る
。

　
実
践
事
例
集
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
府
社

協
老
人
施
設
部
会
社
会
貢
献
事
業
推
進
委
員
会
の
も

と
に
中
間
的
就
労
等
を
検
討
す
る
小
委
員
会
を
設
置

し
、
先
駆
的
な
事
例
の
集
約
、
中
間
的
就
労
の
受
け

入
れ
の
流
れ
、
す
ぐ
に
実
践
に
活
用
で
き
る
様
式
の

開
発
な
ど
を
検
討
し
た
。

　
実
践
事
例
集
の
特
徴
に
つ
い
て
、
中
間
的
就
労
等

を
検
討
す
る
小
委
員
会
座
長
の
山
本
智
光
氏
（
社
会

福
祉
法
人
こ
ば
と
会
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
い

の
こ
の
里
」
施
設
長
）
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
事
例
集
の
作
成
で
こ
だ
わ
っ
た
点
は
、
福
祉
の

専
門
家
と
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
計
画
、
評
価
ま

で
の
一
連
の
連
動
性
が
わ
か
る
こ
と
と
、
簡
潔
に
し

た
こ
と
で
す
。
国
の
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
膨
大
で

読
み
解
く
の
が
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の

目
的
は
普
及
と
実
践
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
使
い
や
す
い
よ
う
に
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
実
践
に
活

用
で
き
る
よ
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
な
ど
の
様
式

も
開
発
し
て
い
ま
す
が
、
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

す
で
に
自
施
設
で
中
間
的
就
労
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
た
ち
で
組
織
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

使
用
し
て
い
る
様
式
を
持
ち
寄
り
、
よ
り
使
い
や
す

い
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
成
し
ま
し
た
」。

　
掲
載
す
る
実
践
事
例
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
詳
細
な
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。
大
阪
府

内
の
施
設
で
は
生
活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
の
考

え
方
が
浸
透
し
、
す
で
に
実
施
し
て
い
る
施
設
も
多

い
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
お
け
る
実
践

事
例
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
な
お
、
事
例
集
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
府

と
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
様
式
な
ど
の
承
認
も
受
け

て
い
る
。

　
事
例
集
は
３
０
０
０
部
発
行
し
、
大
阪
府
内
の
会

員
施
設
１
５
０
０
カ
所
の
ほ
か
、
行
政
、
市
町
村
社

協
、
都
道
府
県
社
協
・
経
営
者
協
議
会
な
ど
に
配
布

し
て
い
る
。
現
在
は
、
よ
り
使
い
や
す
い
よ
う
に
大

阪
府
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
誰

で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

社
会
福
祉
法
人
の
経
営
者
を
対
象
に

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
ま
た
、
事
例
集
完
成
後
の
平
成
27
年
2
月
7
日
に

は
、「
理
事
長
・
施
設
長
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

中
間
的
就
労
の
実
施
促
進
に
向
け
て
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
関
す
る
動
向
な
ど
の
情
報
提
供
と
と

も
に
、
自
立
支
援
に
向
け
た
社
会
福
祉
法
人
の
果
た

す
べ
き
役
割
の
理
解
、
中
間
的
就
労
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

共
有
を
図
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
者
層

を
は
じ
め
、
他
府
県
の
社
協
、
法
人
な
ど
2
4
4

人
が
参
加
し
た
。

　「
社
会
貢
献
事
業
に
お
い
て
最
も
大
事
な
こ
と
は
、

実
践
す
る
こ
と
で
す
。
と
く
に
福
祉
関
係
と
い
う
の

は
実
践
か
ら
学
ん
で
、
そ
こ
か
ら
改
善
・
改
革
を
し

て
よ
り
よ
き
も
の
に
し
て
い
く
わ
け
で
す
。『
理
事

長
・
施
設
長
セ
ミ
ナ
ー
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動

に
寄
与
で
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
自
法
人
の
職
員
に
説
明
し
、
実
践
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
中
間
的
就
労
は

困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
受
け
入
れ

る
側
の
施
設
に
と
っ
て
も
人
材
育
成
に
な
り
ま
す

し
、
不
足
す
る
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が

実
践
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
奥
田

委
員
長
）。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
の
事
例
や
実
践
に
活
用
で
き

る
様
式
を
盛
り
込
ん
だ
実
践
事
例
集
を
作
成
し
た
こ

と
は
、
中
間
的
就
労
の
普
及
・
実
践
に
向
け
た
大
き

な
成
果
と
い
え
る
。
事
例
集
の
配
布
後
に
「
今
後
団

体
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
の
で
内
容
を
教
え

て
ほ
し
い
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
大
阪
府
だ
け
で
な
く
他
府
県
の
社
協
や
法

人
が
事
業
展
開
を
構
想
す
る
な
ど
波
及
効
果
も
み
せ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
助
成
事
業
の
継
続
事
業
と
し
て
、
今
年

6
月
に
就
労
支
援
担
当
者
の
養
成
研
修
会
を
開
催
し

て
い
る
。
施
設
で
中
間
的
就
労
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
中
心
的
な
役
割
を
担
う
就
労
支
援
担
当
者
に
求

め
ら
れ
る
役
割
や
具
体
的
な
実
務
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
、実
践
事
例
集
を
活
用
し
た
参
加
型
の

演
習
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
。
中
間
的

就
労
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、今
後
も
継

続
的
に
開
催
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

大阪府社会福祉協議会 老人施設部
会 副会長 奥田益弘氏（前列）と後
列左から、同副会長 荒井惠一氏、
社会福祉法人こばと会 理事長 岩崎
敏子氏、同法人特別養護老人ホーム
いのこの里 施設長 山本智光氏　
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施
設
で
行
う
就
労
訓
練
は

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

　
今
回
は
、
中
間
的
就
労
の
受
け
入
れ
を
実
践
す
る

大
阪
府
吹
田
市
に
あ
る
社
会
福
祉

法
人
こ
ば
と
会
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
い
の
こ
の
里
を
訪
ね
、
取

り
組
み
内
容
を
取
材
し
た
。

　
同
法
人
で
は
、
７
年
前
か
ら
精

神
疾
患
を
抱
え
て
い
る
人
を
受
け

入
れ
た
実
績
が
あ
る
が
、
今
年
6

月
に
吹
田
市
の
担
当
者
か
ら
の
紹

介
で
、新
た
に
1
人
を
受
け
入
れ
、

就
労
訓
練
を
開
始
し
て
い
る
。
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ

れ
て
か
ら
、
法
律
に
沿
っ
た
か
た

ち
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
だ
と
い

う
。

　
就
労
訓
練
を
受
け
て
い
る
の

は
、大
学
卒
業
後
に
就
職
せ
ず
に
、

自
宅
で
両
親
と
暮
ら
し
て
い
た
30

歳
の
男
性
（
Ａ
さ
ん
）
で
、
現
在

の
就
労
時
間
は
週
3
日
、朝
9
～
12
時
半
の
勤
務
で
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
フ
ロ
ア
の
清
掃
や
シ
ー
ツ
交
換
な

ど
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。
支
援
体
制
は
、
現
場

の
介
護
リ
ー
ダ
ー
と
就
労
支
援
担
当
者
が
連
携
し
、

具
体
的
な
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。
一
度
に
多
く
の

こ
と
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
ず
つ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
お
り
、
仕
事

に
慣
れ
て
く
る
と
、
当
事
者
、
就
労
支
援
担
当
者
、

行
政
の
3
者
で
相
談
し
、
業
務
量
や
時
間
を
段
階
的

に
増
や
し
て
い
く
流
れ
と
な
る
。

　
中
間
的
就
労
を
実
施
す
る
た
め
に
重
要
な
こ
と

は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
と
も
に
、

職
員
に
中
間
的
就
労
の
社
会
的
な
意
義
や
必
要
性
の

理
解
を
促
す
こ
と
」
と
山
本
施
設
長
は
語
る
。
職
員

に
そ
の
よ
う
な
理
念
が
浸
透
し
て
い
な
け
れ
ば
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
難

し
い
と
指
摘
す
る
。

　
現
在
、
Ａ
さ
ん
は
自
分
の

ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
新
た
な
仕
事
を

覚
え
よ
う
と
意
欲
的
だ
と
い

う
。
そ
の
姿
を
み
て
職
員
も

刺
激
を
受
け
る
な
ど
、
相
乗

効
果
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　「
施
設
で
の
就
労
訓
練
は
、

ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
で
ご

利
用
者
か
ら
直
接
感
謝
の
言

葉
が
も
ら
え
る
機
会
が
多
い

の
で
、
ご
本
人
の
働
き
が
い

や
意
欲
に
つ
な
が
り
や
す
い

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
ご
利
用
者
の
力
も
借
り

ら
れ
る
こ
と
が
強
み
に
な
り

ま
す
し
、
ご
利
用
者
自
身
も

ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う

相
互
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
社
会
福
祉

法
人
は
、
そ
の
機
能
を
生
か

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
中
間
的

就
労
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会

の
先
駆
的
な
取
り
組
み
が
、

全
国
の
社
会
福
祉
法
人
に
普

及
・
実
践
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

社会福祉振興
助成事業に関する
お問い合わせ

助成事業部 助成計画課（助成事業の広報に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-4756

助成事業部 助成振興課（助成事業の審査・各種事務手続き、事業評価に関するお問い合わせ）
 TEL  : 03-3438-9942
 FAX  : 03-3438-0218（共通）

施設種別を超え、「オール大阪」による
社会貢献事業を開始

社会福祉法人大阪府社会福祉協議会　老人福祉部会　副会長
社会貢献事業推進委員会　委員長　奥田  益弘氏

（社会福祉法人みささぎ会　理事長）

　平成 26 年度に WAM 助成を受けて、中間的就労の普及を目的
に実践事例集を作成しました。当会では、その入り口となる総合生
活相談を平成 16 年から生活困窮者レスキュー事業として実施して
きました。この総合生活相談が重要であり、その役割を担うのは、
施設のもつ機能性・専門性など、さまざまな機能を発揮しながら、
柔軟な対応ができる社会福祉法人だと考えています。
　大阪府では今年 4 月から生活困窮者レスキュー事業をさらに発
展させ、これまでの高齢者施設だけでなく、保育、障害など社会福
祉法人が運営するすべての施設が参加する「オール大阪の社会貢献
事業」をスタートさせました。参加施設は約 1500 に増え、新た
に加わる各施設のもつ専門性を発揮していくことで、中間的就労や
学習支援事業など、より細やかな支援を実現します。
　このような社会福祉法人の原点に立ち返った社会貢献事業を実践
するとともに、その取り組みを全国に発信していくことは、私たち
の大きな使命だと考えています。

平成 26 年度の助成事業で作成し
た「だいじょうぶ !OSAKA 中間
的就労（ユニバーサル就労）事例
集～高齢者施設での実践～」。先駆
的な事例のほか、中間的就労の受
け入れの流れ、すぐに活用できる
様式を盛り込んでいる
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